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衆
議
院
議
員
照
屋
寛
徳
君
提
出
与
那
国
島
へ
の
自
衛
隊
配
備
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

陸
上
自
衛
隊
の
沿
岸
監
視
部
隊
（
以
下
「
陸
自
沿
岸
監
視
部
隊
」
と
い
う
。
）
は
、
我
が
国
の
領
海
及
び
領
空
の
境
界
に

近
い
地
域
に
配
置
し
、
沿
岸
レ
ー
ダ
ー
等
に
よ
り
付
近
を
航
行
・
飛
行
す
る
艦
船
や
航
空
機
等
を
監
視
し
、
各
種
兆
候
を
早

期
に
察
知
す
る
こ
と
を
任
務
と
す
る
部
隊
で
あ
る
。
そ
の
規
模
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
に
お
け
る
既
存
の
陸
自
沿
岸
監
視
部

隊
で
は
百
人
程
度
と
な
っ
て
い
る
が
、
与
那
国
島
へ
の
配
置
を
計
画
し
て
い
る
部
隊
に
つ
い
て
は
、
「
部
隊
構
成
」
を
含
め

詳
細
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

航
空
自
衛
隊
の
移
動
警
戒
隊
（
以
下
「
空
自
移
動
警
戒
隊
」
と
い
う
。
）
は
、
移
動
式
警
戒
管
制
レ
ー
ダ
ー
の
展
開
に
よ

り
、
固
定
式
警
戒
管
制
レ
ー
ダ
ー
の
能
力
を
補
完
し
、
隙
の
な
い
警
戒
監
視
態
勢
を
保
持
す
る
こ
と
を
任
務
と
す
る
部
隊
で

あ
る
。
空
自
移
動
警
戒
隊
は
、
千
歳
基
地
、
入
間
基
地
、
春
日
基
地
、
美
保
基
地
及
び
那
覇
基
地
に
各
一
個
隊
が
配
置
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
部
隊
か
ら
必
要
に
応
じ
て
所
要
の
人
員
及
び
器
材
を
与
那
国
島
へ
展
開
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

与
那
国
島
へ
の
陸
自
沿
岸
監
視
部
隊
の
配
置
及
び
空
自
移
動
警
戒
隊
の
展
開
（
以
下
「
自
衛
隊
の
部
隊
配
置
等
」
と
い

う
。
）
に
つ
い
て
は
、
「
平
成
二
十
三
年
度
以
降
に
係
る
防
衛
計
画
の
大
綱
」（
平
成
二
十
二
年
十
二
月
十
七
日
閣
議
決
定
）

一



及
び
「
中
期
防
衛
力
整
備
計
画
（
平
成
二
十
三
年
度
〜
平
成
二
十
七
年
度
）
」
（
平
成
二
十
二
年
十
二
月
十
七
日
閣
議
決
定
。

し
ょ

以
下
「
中
期
防
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
、
島
嶼
部
へ
の
攻
撃
に
対
す
る
対
応
や
周
辺
海
空
域
の
安
全
確
保
に
関
す
る
能
力

を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
任
務
遂
行
、
部
隊
配
置
等
の
観
点
か
ら
必
要
な
地
積
や
社
会
基
盤
が
存
在
す
る
こ
と
等

を
総
合
的
に
勘
案
の
上
、
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
四
年
度
予
算
に
お
い
て
、
不
動
産
購
入
費
、
工
事
費
、
施
設
施
工
庁
費
、
移
転
等
補
償

費
な
ど
計
約
十
億
円
を
計
上
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
経
費
に
つ
い
て
は
、
中
期
防
に
基
づ
き
与
那
国
島
へ
の
自
衛
隊
の
部
隊

配
置
等
を
進
め
て
い
く
上
で
必
要
な
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
中
期
防
に
基
づ
き
、
そ
の
計
画
期
間
内
に
与
那
国
島
に
陸
自
沿
岸
監
視
部
隊
を
配
置
す
る
方
針
で
あ
り
、

今
後
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
用
地
の
取
得
、
造
成
工
事
、
建
設
工
事
な
ど
を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

御
指
摘
の
住
民
説
明
会
（
以
下
「
説
明
会
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
与
那
国
町
か
ら
求
め
が
あ
り
、
ま
た
、
防
衛
省

二



と
し
て
も
、
与
那
国
島
へ
の
自
衛
隊
の
部
隊
配
置
等
を
円
滑
に
進
め
て
い
く
上
で
必
要
な
も
の
と
考
え
た
こ
と
か
ら
、
同
町

と
の
共
催
に
よ
り
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

説
明
会
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
は
、
同
町
が
負
担
し
た
経
費
に
つ
い
て
は
網
羅
的
に
は
承
知
し
て
い
な
い
が
、
防
衛
省

と
し
て
は
、
説
明
会
へ
参
加
し
た
職
員
の
出
張
旅
費
等
約
二
百
十
万
円
を
支
出
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
会
場
使

用
料
二
万
円
に
つ
い
て
は
、
同
町
と
折
半
し
て
負
担
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

与
那
国
島
に
お
け
る
沿
岸
監
視
施
設
等
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
防
衛
上
の
所
要
を
踏
ま
え
つ
つ
、
自
然
環
境
に
与
え
る
影

響
を
極
力
回
避
、
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
同
島
南
西
部
等
を
施
設
整
備
の
候
補
地
と
し
て
選
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
現
在
、
当
該
候
補
地
に
お
い
て
、
必
要
に
応
じ
環
境
保
全
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
動
植
物
等
の
現
況
を
把

握
す
る
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
当
該
調
査
の
結
果
や
地
元
地
方
公
共
団
体
の
御
意
見
等
も
勘
案
し
つ
つ
、
適
切
に
対
応
し
て

ま
い
り
た
い
。

六
に
つ
い
て

自
衛
隊
の
部
隊
配
置
等
に
反
対
の
意
思
を
示
し
て
い
る
与
那
国
町
民
が
お
ら
れ
る
こ
と
は
承
知
し
て
お
り
、
政
府
と
し
て

三



は
、
今
後
と
も
、
機
会
を
捉
え
て
説
明
を
行
い
な
が
ら
、
与
那
国
町
及
び
関
係
者
の
更
な
る
御
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
力

し
て
ま
い
り
た
い
。

四


